
 

 

別紙様式２－２（ホームページ掲載様式１）                                               
 

平成２０年度県立学校リーダーズプラン推進事業実施報告書 

 

 

学校番号    ６０ 学校名        吉城高等学校 全日制・定時制・通信制

 

プランの名称     現代フォーラム     
         （大学教授を招いての生徒の討論会） 

 

 

１ 活動の概要 

 

 

※  活動の状況が分かる写真

  と説明を別紙様式２－３

  に添付すること 

期 日：７月１８日（金）１２：３０～１６：３０ 

場 所：吉城高校会議室 

参加者：計８９名（生徒６４名、職員２２名、講師他３名） 

内 容：（１）講師との打ち合わせ（顔合わせ） 

      （２）パネルディスカッション 
      「京都議定書は有効か（地球温暖化問題）」 

    （３）講演「地球温暖化問題～いま考えておきたいこと～」 
     （古本宗充/名古屋大学大学院環境学研究科/同理学部教授）
       （４）懇談会（質疑） 

 

２ 目標達成度 

 

※  評価の観点（各種指標）

  の集計結果 

  学校全体として共通テーマ（地球温暖化問題）を理論的に深める雰囲
気を醸成することができた。その中で、 

 ① パネリストの生徒６名は自らの主張とその論拠を聴衆の前で堂

々と発表することができ大きな自信とした。 

 ② 入学したばかりの１年生を含めた図書委員は企画・運営者として

フォーラムを成功させ、それを自らの喜びとすることができた。 

 

３ 成果の分析 

 ① 学校全体：世界的に注視されるこのテーマを、全校アンケートも

実施し、フォーラムニュースで全校に周知した。また１年生の授業で積

極的に取り上げた教科もあった。折しも洞爺湖サミット開催直後で話題

性も多大であった。 

  ② パネリスト：各種論文・新聞の切り抜き・ＩＰＣＣの第４次報告
書など日本国内外の最新の情報を手にしながら、個人学習を基礎に６人

で議論を深めつつフォーラム当日に備えた。 

 ③ 図書委員会：テーマの検討・パネリスト選考・ポスター宣伝・ニ

ュースの発行・会場装飾・司会運営まで、業務の分担と執行責任の体制

をとり見事にやりきった。 

 

４ 課題の分析と 

    改善策 

 課題と分析：実施時期の問題。７月は運動系部活動の生徒が練習に専

念するため、パネリスト選出や運動系部活動の生徒の参加に困難がある

。フォーラムの性質上１００名程度の参加が限界と思われる。改善策：

年間２回（７月と１１月）の実施を維持し、運動系部活動の生徒も１回

は参加できる機会を提供したい。 



 

 

 

５ 生徒の感想・意見 

 

 ① 今回の会場アンケートへの生徒感想は、地球温暖化問題をめぐる

パネリストたちへの意見が多く、一般参加者が大変熱っぽく自己の主張

を述べていた。 

 ② 「いつも考えているテーマで親しみやすかった」「ためになった

ので是非次回も参加したい」など肯定的なものがほとんどだった。 

 

６ 担当教職員の意見 

 ① パネリストや図書委員への指導に多くの時間が必要であるが、そ

の過程こそが生徒にとっての成長の機会、という認識で指導にあたりた

い。 

 ② 図書部の責任事業ではあるが、各職員の授業などでのアピール、

テーマや運営への専門分野からのアドバイス、また会場へのたくさんの

切り花の提供など学校全体の事業として支えていただいている点を強

調したい。 

＊  本様式は、別紙様式２に記入したプランの名称ごとに別葉で作成し、欄が不足する場合は、  
別添（Ａ４縦：横書きを原則）とすること。 



 

 

別紙様式２－３（ホームページ掲載様式２）          
                                      

平成２０年度県立学校リーダーズプラン推進事業活動状況 
 

学校番号    ６０ 学校名         吉城高等学校 全日制・定時制・通信制

 

プランの名称        現代フォーラム 
        （大学教授を招いての生徒の討論会） 

  活動の概要 
 

写  真   等 
 

      説  明 
 

・司会者の発言 

・パネリストたちの発表 

 

 

・討論に聞き入る聴衆 

・休憩時間の笑顔 

 

 

 

・図書委員の活躍（記録・受付

・ポスター宣伝・会場横幕・図

書館の特設コーナー） 

 

・古本宗充先生（名古屋大学）

の講演 

 

 

 

・発言者たち 

 

 

 

・校長室で講師を囲んでの懇談

・校長室でのパネリスト委嘱 

・ＶＴＲも視聴 

学校関係者評価の意見 

 ・講師の古本宗充氏（名古屋大学大学院環境学研究科/同理学部教授）からは「よく調べてあ
って、論点もほとんどカバーしてあった。大学説明会などとは異なりユニークな催しで、今思

い出してもなかなか面白い会だった」（要旨）というコメントをいただいている。 

 


